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三
寒
四
温
、
先
日
ま
で
朝
冷
え
の
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
松

本
平
に
も
桜
の
便
り
が
届
き
、
う
ら
ら
か
な
、
心
も
弾
む
季
節
の
到
来
と

な
り
ま
し
た
。
ま
る
で
、
皆
さ
ん
の
入
学
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
で
す
。 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
本
日
は
、
ご
入
学
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
す
る
中
で
の
受
験
勉
強
は
、
様
々
な
制
約
が

あ
り
大
変
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
悪
条
件
の
中
で
受
験
生
を
支
え
、
励
ま
し
て
こ

ら
れ
た
保
護
者
の
皆
様
、
本
日
の
喜
び
は
格
別
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ほ
っ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
心
よ
り
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
皆
さ
ん
、
先
程
は
、
美
須
々
自
慢
の
吹
奏
楽
部
の
生
演
奏
と
、

満
場
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
の
入
場
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

緊

張
の
中
、
期
待
や
不
安
も
多
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
先
生
方
や
頼
り

に
な
る
先
輩
た
ち
が
大
勢
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
に
は
、
学
業
に
、
部

活
動
に
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

同
窓
会
長
の
私
か
ら
は
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
を
前
に
し
、
折
角
の
機
会

で
す
の
で
、
母
校
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 



母
校
は
、
平
成
２
１
年
、
２
０
０
９
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

今
年
は
１
１
４
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。 

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
美
須
々
の
昇
降
口
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
美
須
々

ヶ
丘
憲
法
」
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。
１
９
９
６
年
、
今
か
ら
２
６
年

前
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
国
憲
法
制
定
５
０
周
年
を
記
念
し
て
生
徒
会
で

策
定
し
た
も
の
で
す
。「
自
由
に
甘
え
ず
、
自
由
を
育
て
よ
う
」
と
始
ま
り

ま
す
。 

こ
の
憲
法
に
も
あ
る
、
美
須
々
の
「
自
由
と
自
立
」
の
理
念
は
、
明
治

４
２
年
開
校
の
市
立
松
本
女
子
職
業
学
校
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
開

校
の
目
的
は
、
女
子
の
自
立
と
地
位
の
向
上
で
あ
り
、
当
時
の
時
代
の
要

請
に
応
え
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

次
の
節
目
は
、
戦
後
と
な
り
ま
す
が
、
本
校
の
も
う
一
つ
前
身
で
あ
る

男
子
校
、
松
本
市
立
中
学
校
と
の
統
合
で
あ
り
ま
す
。
女
子
校
に
男
子
校

が
併
合
さ
れ
、
時
代
の
先
駆
け
と
な
っ
た
男
女
共
学
校
の
誕
生
で
あ
り
ま

し
た
。 

そ
の
様
子
は
、
詩
人
北
村
透
谷
の
「
一
つ
の
枝
に
双
つ
の
蝶
が
羽
を
収

め
て
や
す
ら
え
り
」
に
例
え
ら
れ
、
昭
和
２
４
年
創
刊
の
校
友
誌
「
双
蝶
」

の
名
称
に
も
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
美
須
々
の
文
化
祭
「
双
蝶
祭
」
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

先
日
ま
で
甲
子
園
で
開
催
さ
れ
て
い
た
、
春
の
選
抜
高
等
学
校
野
球
大



会
は
、
大
阪
桐
蔭
高
校
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、
母
校
は
昭
和
２

１
年
市
立
中
学
で
、
２
４
年
に
は
、
市
立
高
校
で
、
県
代
表
と
し
て
出
場

を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
昭
和
２
９
年
の
県
立
移
管
と
共
に
、
松
本
市
立
高
等
学
校
は
、

長
野
県
松
本
美
須
々
ヶ
丘
高
等
学
校
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

同
窓
生
は
、
現
在
３
万
６
千
余
名
。
中
信
地
区
の
伝
統
校
の
一
角
を
成

し
て
お
り
ま
す
。 

同
窓
会
で
は
、
母
校
の
百
周
年
に
、
美
須
々
教
育
会
館
を
、
三
年
前
に

は
、
新
型
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
、
昨
年
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
本

校
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
在
校
生
に
役
立
つ
よ
う
、
学
校
側
の
要

望
に
で
き
る
限
り
お
応
え
し
て
ゆ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と
共
に
、「
学
び
」
も

変
わ
り
ま
す
。 

急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
高
度
情
報
化
、
技
術
革
新
が
進
む
世
の
中
で

は
、「
時
代
の
流
れ
に
対
応
で
き
る
思
考
力
、
探
求
力
、
行
動
力
」
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
「
生
き
る
力
」
を
引
き
出
す
学
習
が
始
ま
り
ま
す
。

変
化
に
対
応
で
き
る
能
力
や
協
調
性
が
重
要
に
な
り
ま
す
。 

私
は
、
美
須
々
の
卒
業
生
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
や
ら

美
須
々
の
生
徒
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
、
こ
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
人
が
多

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。 



新
入
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
信
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ん
は
、

世
界
の
人
々
と
交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
き
、
将
来

に
備
え
、
の
び
の
び
と
勉
学
に
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 最

後
に
、
先
生
方
に
は
、
従
来
同
様
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
ご
指
導
と
、
保

護
者
の
皆
様
に
は
、
生
徒
た
ち
へ
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

お
祝
い
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

令
和
４
年
４
月
６
日 
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